
町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
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が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（9月26日～10月25日届出分）敬称略

転入 １１　転出 １２　出生 １　死亡 ５

令和５年１０月１日現在
人　　口　３，７１７（－５）
　 男 　　１，８４４（－２）
　 女 　　１，８７３（－３）
世 帯 数　１，５８６（±０）
高齢化率　　　　４８.８％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

明和公民館

図書紹介
明和公民館図書室

☎86－2111

☆明和公民館ではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。

★木挽町のあだ討ち

★たねせんもんてん

�【著】永井紗耶子（新潮社）
　疑う隙なんぞありはしな
い、あれは立派な仇討ちで
したよ。芝居町の語り草と
なった大事件、その真相は
――。ある雪の降る夜に芝
居小屋のすぐそばで、美し
い若衆・菊之助による仇討
ちがみごとに成し遂げられ
た。父親を殺めた下男を斬

� 【絵】すずき みほ／【文】曹 文軒（小学館）
　たねせんもんてんには、
ダイズとアズキというなか
よし兄弟がいました。
ある日、ふたりは店で留守
番をしていました。おにい
ちゃんがいなくなったすき
にアズキはいいことを思い
つきます。
　いたずらっこのアズキは
とってもうれしそう！

り、その血まみれの首を高くかかげた快挙は多
くの人々から賞賛された。
　二年の後、菊之助の縁者という侍が仇討ちの
顛末を知りたいと、芝居小屋を訪れるが――。
この仇討ちの「真実」を見破れますか？
　現代人の心を揺さぶり勇気づける令和の革命
的傑作誕生！　第１６９回直木賞受賞作品

　ダイズが店に戻ると、次々とお客さんがやっ
てきて、たねを買っていきました。
　さて、アズキは何をしたのでしょうか？
　思いも寄らないことから生まれた幸せとは？

■お誕生おめでとうございます
風間　翔

しょうせい

世（男／滋・葉月）　　　小　林
渡部　心

こ

晴
はる

（女／貴之・幸）　　　只　見

■ご結婚おめでとうございます
只　見　 髙嶋桂吾 ♡ 五十嵐梨佳　 只　見

■おくやみ申し上げます
山　内　壽　子　　93歳　　二軒在家
酒　井　直　志　　92歳　　福　　井
三　瓶　ヤスキ　　85歳　　八 木 沢
酒　井　榮　二　　79歳　　只　　見
飯　塚　喜　一　　92歳　　坂　　田
目　黒　鉄五郎　　74歳　　只　　見
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